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■
二
〇
二
二
年
度
修
士
論
文
要
旨

一
九
二
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
新
感
覚
派
文
学
の
方
法

―
『
文
芸
時
代
』
を
中
心
に

―

梁
　
馨
蓉

考
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
。

　

第
一
章
「
中
河
與
一
「
氷
る
舞
踏
場
」
論
―
機
械
時
代
に
お
け
る
詩
的
精

神
」
で
は
、
中
河
與
一
の
新
感
覚
派
代
表
作
「
氷
る
舞
踏
場
」（『
新
潮
』
一

九
二
五
・
五
）
を
機
械
時
代
に
お
け
る
前
衛
芸
術
の
思
潮
の
影
響
下
に
あ
る

作
品
と
し
て
捉
え
、
中
河
が
そ
の
前
後
に
発
表
し
た
機
械
へ
の
関
心
を
示
し

た
文
芸
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
本
作
に
試
み
ら
れ
た
前
衛
的
な
表
現
方
法
に

つ
い
て
確
認
し
た
。
中
河
の
文
学
的
主
張
は
、
機
械
美
学
に
影
響
さ
れ
つ
つ
、

「
異
常
な
る
も
の
」「
平
明
な
リ
ズ
ム
」「
理
智
の
転
回
と
唐
突
さ
」
と
い
っ
た

要
素
を
強
調
し
て
い
た
『
文
芸
時
代
』
創
刊
期
（
一
九
二
四
）
を
経
て
、
一

九
二
八
年
の
形
式
主
義
文
学
論
争
に
お
け
る
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
＝
「
形
式
」

と
い
う
等
式
の
捻
出
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
発
想
は
、「
氷
る
舞
踏
場
」
に
お
け
る
型
破
り
の
文
字
構
成
、
幾

何
学
上
の
公
理
を
取
り
入
れ
た
詩
の
引
用
・
変
形
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
具

象
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
七
組
の
会
話
文
の
配
置
や
結
末
部
に
描
か
れ

た
奇
妙
な
幻
想
は
、「
主
観
」「
表
現
」「
感
覚
」
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、

同
時
代
文
壇
に
拡
大
さ
れ
た
「
詩
的
精
神
」
の
復
活
要
請
に
応
じ
て
い
る
。

本
章
で
は
こ
う
し
た
「
氷
る
舞
踏
場
」
の
性
格
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
が
新
感
覚
派
の
代
表
作
と
評
価
さ
れ
て
き
た
所
以
は
、
機
械
の
よ
う
に
書

く
と
い
う
表
現
方
法
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
既
成
文
壇
が
失
っ
た
主
観
的
傾
向

を
強
調
す
る
「
詩
的
精
神
」
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

第
二
章
「
横
光
利
一
「
街
の
底
」
論
―
構
成
派
の
受
容
を
視
座
に
」
で

は
、
横
光
利
一
の
新
感
覚
派
時
代
の
作
品
群
に
お
け
る
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
テ
キ
ス
ト
「
街
の
底
」（『
文
芸
時
代
』
一
九
二
五
・
八
）
を

取
り
上
げ
、
村
山
知
義
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ロ
シ
ア
構
成
主
義
（
構
成
派
）

と
の
相
関
性
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
。
横
光
の
新
感
覚
派
言
説

　

本
論
文
は
、『
文
芸
時
代
』
に
拠
っ
た
新
感
覚
派
作
家
の
文
学
活
動
に
つ
い

て
、
一
九
二
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
動
向
と
の
交
通
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
検

討
し
た
も
の
で
あ
る
。「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
は
、
第
一
次
大
戦
後

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
て
世
界
的
に
広
が
っ
た
、
既
成
の
芸
術
的
権
威
を

打
破
し
、
新
し
い
感
覚
や
表
現
へ
の
追
求
を
標
榜
し
た
芸
術
動
向
を
指
す
も

の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
新
感
覚
派
は
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
嚆
矢

で
あ
り
、
そ
の
誕
生
は
未
来
派
、
表
現
主
義
、
立
体
派
、
構
成
派
、
ダ
ダ
イ

ズ
ム
な
ど
第
一
次
大
戦
前
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
起
こ
っ
た
前
衛
芸
術
と
深
く

関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
新
感
覚
派
の
研
究
に
お
い
て
は
、
前
衛
芸
術
か

ら
の
影
響
の
存
在
は
半
ば
自
明
視
さ
れ
つ
つ
も
、
多
く
の
場
合
そ
の
検
討
は

横
光
利
一
、
川
端
康
成
の
文
学
営
為
の
固
有
性
の
解
明
に
向
か
い
、
影
響
の

実
相
を
同
時
代
の
地
平
に
お
い
て
検
証
す
る
作
業
は
十
分
に
進
め
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

　

本
論
文
で
は
、
横
光
利
一
、
川
端
康
成
、
中
河
與
一
と
い
っ
た
三
人
の
作

家
が
『
文
芸
時
代
』
に
参
加
し
て
い
た
時
期
の
文
学
活
動
に
着
目
し
、
か
れ

ら
に
よ
る
新
感
覚
派
の
文
学
理
論
と
同
時
代
の
言
説
と
対
照
す
る
こ
と
で
、

新
感
覚
派
理
論
と
一
九
二
〇
年
代
に
受
容
さ
れ
た
海
外
の
芸
術
思
潮
と
の
影

響
関
係
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
諸
実
作
に
お
け
る
特
異
な
表

現
方
法
に
注
目
し
な
が
ら
詳
細
に
検
討
し
、
実
作
テ
キ
ス
ト
と
理
念
的
な
思
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は
、「
統
一
體
と
し
て
の
主
觀
的
客
觀
」
の
成
立
を
可
能
に
す
る
「
悟
性
活

動
」
の
働
き
を
重
視
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
科
学
、
数
学
的
精
密
さ
と

い
う
よ
う
な
性
質
に
よ
っ
て
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
、「
形
と
材
料
と
の
結
合
統

一
」
を
厳
格
的
に
追
求
す
る
知
性
を
重
視
し
て
い
る
構
成
派
芸
術
の
立
場
と

重
な
り
合
う
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　
「
街
の
底
」
の
前
半
で
は
、「
考
へ
」
を
取
り
去
ら
れ
た
主
人
公
「
彼
」
が

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
映
し
手
的
人
物
」
と
し
て
機
能
し
、「
彼
」

が
眼
に
す
る
日
中
の
「
街
」
は
、
南
北
や
高
低
の
対
称
性
、
重
量
と
運
動
の

平
衡
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
「
整
頓
」
さ
れ
た
空
間
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
本
作
は
明
ら
か
に
、
村
山
知
義
が
指
摘
し
た
構
成
派

芸
術
の
原
理
・
形
式
と
響
き
合
う
。
し
か
し
後
半
に
入
る
と
、「
彼
」
は
幻
想

の
中
で
こ
の
制
御
さ
れ
た
空
間
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お

い
て
、「
彼
」
の
内
面
に
お
け
る
空
間
造
形
は
構
成
派
の
原
理
を
逸
脱
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
作
で
近
代
科
学
の
発
展
に
よ
る
社
会
の
変
貌
が

感
覚
に
再
統
合
を
も
た
ら
す
な
か
で
、
そ
こ
に
生
き
る
人
間
の
主
体
性
を
疎

外
し
つ
つ
あ
る
状
況
も
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で

は
以
上
の
よ
う
な
「
街
の
底
」
の
性
格
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

方
法
が
、
横
光
の
い
わ
ゆ
る
「
構
成
派
の
智
的
感
覚
」
の
内
実
を
示
し
て
い

る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

第
三
章
「
川
端
康
成
「
青
い
海
黒
い
海
」
論
―
ダ
ダ
イ
ズ
ム
と
自
由
聯

想
」
で
は
、
川
端
の
新
感
覚
派
期
を
代
表
す
る
前
衛
的
な
作
品
「
青
い
海
黒

い
海
」（『
文
芸
時
代
』
一
九
二
五
・
八
）
を
取
り
上
げ
、
川
端
の
理
論
的
な

言
説
と
の
相
関
性
に
着
目
し
な
が
ら
詳
細
に
分
析
し
、
文
学
に
お
け
る
ダ
ダ

イ
ズ
ム
と
精
神
分
析
学
の
「
自
由
聯
想
」
法
の
解
釈
と
あ
り
方
に
つ
い
て
再

考
し
た
。「
人
間
の
心
象
」
の
直
接
的
な
表
現
を
目
指
し
て
い
た
川
端
は
、
新

感
覚
派
の
理
論
に
お
い
て
、
そ
れ
を
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
理
念
に
接
続
し
、
言
葉

そ
の
も
の
の
価
値
を
無
視
す
る
点
に
お
い
て
ダ
ダ
イ
ズ
ム
と
自
由
聯
想
の
共

通
点
を
見
出
し
て
い
た
。

　
「
青
い
海
黒
い
海
」
の
主
人
公
「
私
」
は
、
自
ら
を
一
種
の
擬
似
的
自
由
聯

想
の
状
態
に
据
え
、
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
連
続
的
に
思
い
出
し
な
が
ら
、

徐
々
に
記
憶
の
深
層
に
遡
っ
て
い
く
。「
死
ん
だ
父
」
＝
「
私
」
の
分
身
を
登

場
さ
せ
る
こ
と
で
「
私
」
の
内
的
願
望
と
葛
藤
を
暴
露
さ
せ
る
と
い
う
点
に

お
い
て
、「
四
人
称
」
と
い
う
視
点
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
ダ
ダ
イ
ス

ト
高
橋
新
吉
の
創
作
方
法
と
響
き
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
具
象
化
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
歪
曲
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

の
羅
列
・
対
照
・
結
合
に
よ
っ
て
、「
私
」
の
内
的
深
層
に
潜
ん
で
い
る
本
能

的
な
願
望
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
方
法
こ
そ
「
人
間
の
心
象
」
を

直
接
的
に
表
出
し
、
言
葉
に
よ
る
限
界
を
突
破
す
る
た
め
の
媒
体
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、「
ら
し
い
」「
で
せ
う
」
な
ど
推
測
用
語
、「
不

思
議
と
言
へ
ば
、
…
も
不
思
議
で
す
」
な
ど
分
析
・
判
断
の
表
現
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
川
端
の
実
践
で
は
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
あ
る
い
は
自
由
聯
想
の
「
反

芸
術
」
的
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
を
捨
象
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
本
論
文
は
、『
文
芸
時
代
』
に
拠
っ
た
新
感
覚
派

の
同
人
た
ち
が
、
各
自
の
志
向
や
文
学
観
に
応
じ
て
一
九
二
〇
年
代
モ
ダ
ニ

ズ
ム
芸
術
を
取
り
入
れ
つ
つ
文
学
の
理
論
構
築
と
表
現
実
践
を
展
開
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
雑
然
と
移
入
さ
れ
た
前
衛
芸

術
か
ら
芸
術
的
・
技
術
的
な
面
を
自
分
の
主
張
と
結
び
つ
け
る
よ
う
に
抽
出

し
た
彼
ら
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
前
衛
芸
術
の
思
想
面
・
社
会
面
を
捨
象
す
る
傾

向
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

（
り
ょ
う　

け
い
よ
う
）


